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福
島
原
発
事
故
は
「
収
束
」
と
は
程
遠
く
、
進
行
形
の
真
っ
只
中
に
あ
り
ま
す
。
放
射

能
で
汚
染
さ
れ
た
地
下
水
が
海
に
流
出
し
、
タ
ン
ク
か
ら
高
濃
度
汚
染
水
が
漏
れ
出

す
な
ど
、
放
射
能
汚
染
水
の
海
洋
へ
の
流
出
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ず
、
非
常
事
態
に
陥

っ
て
い
ま
す
。

地
震
、
津
波
に
よ
っ
て
原
発
が
ど
の
よ
う
に
損
傷
し
た
の
か
、
ど
う
や
っ
て
冷
却
が
で

島
根
原
発
は
全
国
で
唯
一
、
県
庁
所
在
地
に
立
地
し
て
お
り
、
３
０
キ
ロ
圏
内
に
は

約
４
７
万
人
の
人
々
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
島
根
原
発
で
ひ
と
た
び
福
島
原
発
の
よ
う

な
「
過
酷
事
故
」
が
起
こ
れ
ば
、
放
射
能
汚
染
は
島
根
県
内
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。

多
く
の
人
々
が
被
ば
く
し
、
故
郷
を
追
わ
れ
、
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。

宍
道
湖
は
死
の
湖
に
な
り
、
全
国
に
誇
る
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
や
白
魚
な
ど
漁
業
資
源
は
も

と
よ
り
、
観
光
資
源
も
奪
わ
れ
、
産
業
と
人
々
の
く
ら
し
に
壊
滅
的
な
打
撃
を
与
え
、

「
県
都
消
失
」
と
い
う
事
態
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

「
新
規
制
基
準
」
は
、
福
島
原
発
事
故
の
よ
う
な
過

酷
事
故
を
想
定
し
、
炉
心
溶
融
を
伴
う
重
大
事
故
へ
の

対
応
と
し
て
フ
ィ
ル
タ
ー
付
ベ
ン
ト
設
置
を
義
務
づ
け

ま
し
た
。
し
か
し
、
「
フ
ィ
ル
タ
ー
付
ベ
ン
ト
を
使
っ
た
場

合
で
も
、
敷
地
周
辺
の
住
民
は
全
身
数
百
ミ
リ
シ
ー
ベ

中
国
電
力
は
「
原
発
は
１
０
０
％
安
全
で
は
な
い
」
と

認
め
な
が
ら
「
安
定
的
で
安
い
料
金
で
電
力
を
供
給
す

る
」
と
原
発
推
進
の
立
場
を
表
明
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

島
根
原
発
が
稼
働
し
な
く
て
も
「
電
力
需
要
に
心
配
は

な
い
」
こ
と
は
、
中
電
自
身
が
認
め
て
い
る
こ
と
で
す
。

き
な
く
な
り
、
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
、
爆
発
に
至
っ
た
の
か
、
そ
の
原
因
、
経
過
も
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
事
故
の
収
束
さ

え
で
き
ず
、
事
故
の
原
因
す
ら
わ
か
っ
て
い
な
い
の
に
、
小
手
先
の
対
策
を
盛
り
込
ん
だ
「
新
規
制
基
準
」
を
テ
コ

に
再
稼
働
を
す
す
め
る
こ
と
な
ど
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

原
発
事
故
で
ひ
と
た
び
放
射
性
物
質
が
大
量
に
放
出
さ
れ
る
と
、
人
類
は
そ
の
被
害
を
防
止
す
る
手
段
を
持

っ
て
い
ま
せ
ん
。
使
用
済
み
核
燃
料
（
核
の
ゴ
ミ
）
を
安
全
に
処
理
す
る
技
術
も
な
く
、
再
稼
働
す
れ
ば
処
理
方
法

の
な
い
核
の
ゴ
ミ
は
増
え
続
け
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
中
電
が
原
発
再
稼
働
へ
の
暴
走
を
始
め
た
今
、
「
再
稼
働
ノ
ー
」
の
世
論
を
圧
倒
的
多
数
に
し
、

運
動
を
強
め
る
た
め
に
政
党
、
団
体
、
広
く
県
民
の
み
な
さ
ん
に
共
に
力
を
あ
わ
せ
る
こ
と
を
呼
び
か
け
ま
す
。

ル
ト
の
被
ば
く
と
な
る
」
と
東
京
電
力
自
身
が
認
め
て

い
ま
す
。

放
射
能
汚
染
水
対
策
は
、
新
基
準
に
は
ひ
と
言
も
な

く
、
住
民
の
避
難
計
画
は
自
治
体
ま
か
せ
と
い
う
極
め

て
ズ
サ
ン
な
も
の
で
す
。

「
原
発
は
安
い
」
と
い
う
の
も
ま
や
か
し
で
す
。
い
っ
た

ん
大
事
故
が
起
き
れ
ば
、
そ
の
賠
償
、
除
染
、
使
用
済

み
核
燃
料
の
長
期
保
管
の
コ
ス
ト
な
ど
莫
大
な
費
用
が

か
か
り
ま
す
。
住
民
の
命
よ
り
も
会
社
の
利
益
を
優
先

す
る
と
い
う
本
当
に
身
勝
手
で
横
暴
な
態
度
で
す
。

中電が再稼働をねらう島根原発２号機

県
は
、
中
国
電
力
・
島
根
原
発
２
号
機
の
原
子
力
規
制
委
員
会
へ
の
安
全
審
査
申
請
を
了
承
し
ま
し
た
。
安
全
審
査
申
請
は
、

原
発
再
稼
働
の
道
で
す
。
日
本
共
産
党
は
こ
の
度
、
「
原
発
稼
働
反
対
の
一
点
で
力
を
あ
わ
せ
ま
し
ょ
う
」
の
ア
ピ
ー
ル
を
発
表
し

ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
一
読
い
た
だ
き
、
ご
意
見
な
ど
お
寄
せ
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。



福
島
第
１
原
発
で
は
、
放
射
能
で
汚
染
さ
れ
た
地
下
水
が
海
に
流
出
し
、
タ
ン
ク
か
ら
高
濃
度
汚
染
水
が
漏
れ
出
す
事
態
が
相
次

ぎ
、
放
射
能
汚
染
の
拡
大
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
非
常
事
態
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
な
の
に
、
安
倍
政
権
は
、
「
原
子
力
規
制
委
員
会
が
基
準
に
合
う
と
認
め
た
原
発
は
再
稼
働
さ
せ
る
」
「
世
界
一
安
全
な
原
発

技
術
を
提
供
で
き
る
」
と
言
っ
て
、
原
発
再
稼
働
・
輸
出
の
無
責
任
な
態
度
を
と
り
続
け
て
い
ま
す
。

今
や
る
べ
き
こ
と
は
、
再
稼
働
優
先
の
姿
勢
を
改
め
、
福
島
原
発
事
故
の
汚
染
水
問
題
解
決
に
向
け
て
、
電
力
業
界
は
も
と
よ
り
産

業
界
、
科
学
者
な
ど
が
知
恵
と
力
を
総
結
集
し
、
人
的
・
物
的
資
源
を
集
中
す
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
福
島
原
発
事
故
は
「
安

全
な
原
発
な
ど
あ
り
得
な
い
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

技
術
的
に
未
完
成
で
危
険
な
原
発
か
ら
の
撤
退
こ
そ
、
住
民
の
命
と
安
全
を
守
る
確
か
な
保
障
で
す
。

福島第１原発事故が起きた２０１１年、他の電力会社が献金を

自粛する中、中国電力（会社役員）は、自民党の政治資金管理

団体「国民政治協会」へ５２万円を献金していました。

２０１２年には、会長や社長を含む役員１５人が、前年の倍増

となる総額１３７万円もの献金を行いました。

中国電力の献金は、９電力会社の中でも突出しており、自民

党に原発推進をお願いする姿勢が際立っています。

２０１１年 ２０１２年 

人数 献金額 人数 献金額 

北海道 ５ １５万 ４ １２万

東北 ０ ０ １４ ８３万

東京 ０ ０ ０ ０

中部 ２ ２５万 ３ ３３万

北陸 ０ ０ １５ １３４万

関西 ０ ０ ０ ０

四国 ７ ２８万 ２ １０万

九州 １ ６万 ０ ０

中国 ２２ ５２万 １５ １３７万

合計 ３７ １２６万 ５３ ４０９万

事故が起きても、原発を推進する自民党。電力労組から多額

の献金をもらっている民主党。やめられないのは、原発マネーに

汚染されているからです。日本共産党は、電力会社や原発メーカ

ーから企業献金を受け取らない党だからこそ、国や電力会社にも

ハッキリものが言えます。

 日本共産党県議団は、「原発再稼働ノー」

「原発ゼロの島根」を求め、毎議会質問に立

ち、論戦してきました。

 また、松江市をはじめ、県内各地の市町村

議会でも、「危険な原発からの撤退」「自然エ

ネルギーへの転換」を求めてきました。引き

続き、原発のない「安全・安心の島根」をつく

るため頑張ります。

住民の避難計画は未策定であり、住民の不安が高まっているもとでの再稼働など論外。
出雲市、雲南市、安来市が求める「松江市並みの安全協定」を締結するべきである。（松江市

の協定には、立入調査や原発を停止する権限が付与されている）

福島原発の事故原因は未解明であり、新規制基準には、福島事故の教訓が反映されていな
い。また、新基準は、過酷事故の発生や住民被ばくなどを前提にしており、住民の避難計画は
自治体任せとなっている。

中電の安全対策では、過酷事故を想定しながらも、汚染される冷却水処理や地下水調査・地
下水対策などの実効ある汚染水対策が何一つ措置されていない。科学者は「日本列島は地震
の活動期に入った」と警告している。徹底した活断層の調査を実施すべきである。

避難する過程で病状が悪化し、
命の危険につながる恐れがあり
ます。本当に寝たきりや重症心身
障がいの人が無事に避難できる
でしょうか。逃げるも地獄、残るも
地獄です。（医療関係者）

会社を経営しています。福島の
ような事故が起きれば、会社は消
滅します。工夫すれば、原発がな
くてもエネルギーは確保できると
思います。美しい宍道湖、島根の
自然を守りたい。（６０代男性）


